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精 巣 白膜 に発 生 したAdenomatoidtumorの1例

大阪中央病院泌尿器科(部 長:竹 山政美)

藤本 雅哉,難 波 行臣,古 賀 実
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ADENOMATOID TUMOR OF THE TUNICA  ALBUGINEA  : 

               A CASE REPORT 

       Masaya FUJIMOTO, Yukiomi  NANBA, Minoru KOGA, 

          Nobuyuki KONDOH and  MaSaMi TAKEYAMA 

      From the Department of Urology, Osaka Central Hospital

   A case of male adenomatoid tumor of tunica albuginea of the testis is reported. A 45-year-old 
man referred to our hospital because of intrascrotal mass on the right side. The mass increased in size 
for eight months. Then we excised the tumor, and spared the right testis. The tumor was arising 
from the tunica albuginea of the testis with a pedicle. The histological diagnosis was adenomatoid 
tumor. Adenomatoid tumor is a rare benign tumor. A total of 97 cases of adenomatoid tumor of 
epididymis have been reported in males, but only 23 cases of adenomatoid tumor of the testis have been 
reported in Japan. Herein, 24 cases of adenomatoid tumor of testis including our case are discussed 
and reviewed. 

                                             (Acta Urol. Jpn.  46: 345-347, 2000) 
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緒 言

Adenomatoidtumorは,男 女の生殖器 に発生す る

稀な良性腫瘍である.今 回,わ れわれ は,精 巣 白膜 よ

り発生 したadenomatoidtumorの1例 を経験 したの

で報告す る.

症 例

患者:45歳,男 性

既往歴:28歳,椎 間板ヘルニア

家族歴:特 記すべ きことな し

現病歴:1998年2月,右 陰嚢内の腫瘤 に気付 き当科

受診.触 診上,4mmの 弾 性硬 表面平滑で可動 性良

好 の腫瘤 を認 め た.超 音波上,腫 瘤 は精巣 外 に存在

し,精 巣内部 には異常所見 を認め なか ったため,精 巣

由来の悪性腫瘍の可能性 は低 いと考え,こ の時点では

経過観 察 とした.同 年10月26日,腫 瘤増大傾向 を認め

たため,良 性 ・悪性 の鑑別 を兼ねて手術 目的で入院 し

た.

入 院時現症:右 陰嚢 内に,約lcmの 弾 性硬 表面

平滑 ・可動性良好の腫瘤 を認めた.そ の他,理 学的所

見 で特 に異常な し.

入 院時検査成績:末 梢血検査で異常 を認めず.血 液

*現:兵 庫医科大学泌尿器科学教室

生化学 検査 で総 ビリル ビンが1.3mg/dlと や や高値

を示 した以外 に異常 な し.尿 沈査で異常な し.

入 院後経過:1998年10月27日,手 術 を施行 した.右

陰嚢内容 を脱転 させ る と,精 巣白膜 よ り有茎性 に連続

している直径 約lcmの 白色 ・弾性硬 一表面平滑の腫

瘤 を認めた(Fig.D.精 巣 の組織 を一部つけて腫瘤摘

除術 を施行 し,精 巣 は温存 した.切 除面 に腫瘍 は認め

なか った.割 面は乳 白色で均一の構造 を示 していた.

術 後経過 は良好で,1998年ll月4日 に退院 した.術 後

6カ 月を経過 した現在,再 発 などは認 めていない.

病 理組織所見:HE染 色 で,不 規則 に走行する疎 な

Fig. 1. Gross appearance of adenomatoid 
       tumor arising from tunica albuginea 

      with a pedicle (arrow).
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膠原線維 と,上 皮様細胞が腺管様構造 を示す像 を多数

認 めた(Fig.2).問 質 には疎な線維芽細胞 と少数の リ

ンパ球の浸潤を認めた。ケラチ ン染色 を施行 したとこ

ろ,腺 管様構 造部分が陽性 であった(Fig.3).以 上 よ

り,精 巣 白膜 より発生 したadenomatoidtumorと 診

断 した.Adenomatoidtumorは 良 性 腫 瘍 で あ るの

で,高 位精巣摘 除術 など追加治療は施行 しなかった.

考 察

Adenomatoidtumorは,男 女 の生殖 器に発生す る

稀 な良性腫瘍で,1949年 にGoldenとAshDら が 最初

に報 告 した.上 皮 由来 と思わ れる腺様 構造 を呈 す る

も,そ の発生起 源が明確で ないために,adenomaと

呼 ばず にadenomatoidtumor(腺 腫 様 腫瘍)と 呼 ば

れてい る.1991年 に森 山 ら2)が 男性125例 に ついて集

計 している.そ の後の報告例 と自験例 を加えて131例

を集計 した.発 生部位 としては精巣上体が圧倒的に多

く97例,74%を 占めてい る.逆 に,精 巣上体腫瘍 の約

半分 がadenomatoidtumorで あ る3)次 に 多い のが

自験例の精巣白膜で23例,18%で あ る.女 性では,子

宮 と卵巣に好発す る.発 生起源 と しては,中 皮細胞 由

O～9歳

10～19歳

20-29歳

30-39歳

40～49歳

50・-591t

不 明

1例

2例

4例

10例

5例

1例

1例

計 24例

来,ミ ュラー管由来,中 腎遺残組織 由来,血 管内皮細

胞由来な どの仮 説があ り一定 していないが,中 皮細胞

由来 が 有力 であ る4)1991年 に 有角 ら5)カ㍉ 精 巣 の

adenomatoidtumor22例 の 集計 を行 った。 その後 の

報告例3)と 自験例 を加 えて24例 の集計 を行 った.術 前

診断 としては精巣腫瘍が もっとも多 く10例(42%)あ

り,精 巣 上体 炎が4例(16%),精 巣 上 体腫 瘍 が1例

(4%),そ の 他 が3例(13%),不 明 が6例(25%)

で あ った,左 右差 は左15例(63%),右8例(33%),

不 明 正例(4%)で,や や左 に多 い傾向がみ られた.

年 齢 分布 は30代 が 最 も多 く10例(42%)で あ った

(Tablel).次 に 多 い の が 自 験 例 の40代 で5例

(21%),そ の次 に多 いのが20代 の4例(17%)で あ っ

た.こ の3つ の年代で全体の79%を 占めてお り,青 壮

年 に 多い疾 患 で あ る と言 え る.こ の傾 向 は,精 巣

adenomatoidtumorだ け で な く,adenomatoidtu-

mor全 体 で も同様 であ る.治 療 は外 科 的治 療が行 わ

れ る.本 来,adenomatoidtumorは 良性 腫 瘍で精 巣

の温存が可能であるが,精 巣悪性腫瘍が否定 しきれな

いため,あ るいは手技的 な問題で精巣摘除術が9例 で

施行 され ていた.腫 瘤摘 除術 のみ を行 った症例 が9

例,術 式不明が6例 であった.自 験例 では,す で に子

供が2人 お り挙児希 望 はなか ったが,cosmeticな 理

由で腫瘤摘除術のみを行 い,精 巣 を温存 した.ま た,

丸 茂 ら6)は,迅 速 病 理 組 織 標 本 でadenomatoid

tumorが 示 唆 され たため,腫 瘤摘 除術 のみで 手術 を

終 えている.迅 速病理の結果で精巣温存 を試みる こと

が有用であろ う.

結 語

精巣 白膜 より発 生 したadenomatoidtumorの1例

を報告 した.稀 な良性腫瘍で,治 療 としては可能 なか

ぎり精巣温存 を試 みるべ きであ る.

本論文の要旨は,第166回 日本泌尿器科学会関西地方会に

て発表 した.
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